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第１ 問  

 

日 本 で は 、2021 年 ２ 月か ら 新 型コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ クチ ン の 接 種が 開始

さ れ た 。 この ワ ク チ ンの 有 効 性は 高 く 、 重篤 な 副 反応 も 極 め て稀 で ある

こ と か ら 、国 は 、 義 務付 け は して い な い もの の 、 接種 を 勧 奨 して い る。

そ の 結 果 、接 種 は 順 調に 進 み 、接 種 を 完 了し た 者 の割 合 は ７ 割を 超 えて

い る が 、 今後 、 接 種 率の 伸 び 悩み が 懸 念 され て い る。 そ の 要 因の １ つと

し て 、イン タ ーネ ッ ト上 で は、「ワ ク チ ン接 種 で 不妊 に な る 」と い った ワ

ク チ ン に 関す る 科 学 的根 拠 の ない 情 報 が 大量 に 流 通し て い る こと が 指摘

さ れ て い る。  

そ こ で 、 ワク チ ン に 関す る 不 正確 な 情 報 の流 通 を 抑止 す る こ とに よっ

て 、 ワ ク チン 接 種 に 対す る 懸 念を 緩 和 し 、も っ て ワク チ ン 接 種を さ らに

推 進 す る こと を 目 的 に、 法 律 （以 下 「 本 件法 律 」 とい う ） が 制定 さ れた

と す る 。 本件 法 律 は 、ワ ク チ ンに 関 す る 正確 な 情 報を 積 極 的 に発 信 する

よう 国 に 求め る ほ か 、次 の よ うな 趣 旨 の 規定 を お いて い る 。  

①  ワ ク チ ン の 効 果 を 否 定 し 又 は 副 反 応 の 危 険 性 を 誇 張 し て 述 べ る 、

科 学 的 に 根 拠 の な い 情 報 で あ っ て 所 管 の 省 の 告 示 で 指 定 す る 類 型

の も の（ 以下「 特定 虚偽 情 報 」と い う。例え ば 、「 ワ クチ ン 接種 で 不

妊 に な る」「 遺 伝 子 が組 み 替 えら れ る 」とい っ た もの が 想 定 され てい

る ） の イ ンタ ー ネ ッ ト上 に お ける 発 信 を 禁止 す る （ 罰 則 は な し）。  

②  特 定 虚偽 情 報 の 指定 に 先 立ち 、 ワ ク チン の 専 門家 か ら な る会 議の

承 認 を 受 けな け れ ば なら な い 。  

③  国 内 利用 者 数 が 200 万 人以 上 の ソ ーシ ャ ル ・ネ ッ ト ワ ーキ ン グサ

ー ビ ス （ 以下 「 Ｓ Ｎ Ｓ」 と い う） 事 業 者 は、 そ の 運営 す る Ｓ ＮＳ上

の 投 稿 が 特 定 虚 偽 情 報 に 該 当 す る と し て 利 用 者 か ら 通 報 が な さ れ

た 場 合 に は、 遅 滞 な く審 査 を 行い 、 当 該 投稿 が 特 定虚 偽 情 報 に該当

す る と 判 断し た と き には 速 や かに 削 除 し なけ れ ば なら ず 、そ れに 違

反 し た 事 業者 に 対 し ては 刑 罰 が科 さ れ る 。  

本 件 法 律 に 含 ま れ る 憲法 上 の 問題 に つ い て 論 じ な さい 。  



 

 

第 ２ 問  

 

違 憲 審 査 の 手 続 に 関 す る 法 律 （ 以 下 「 本 件 法 律 」 と い う ） を 制 定 し 、

従 来 の 付 随的 違 憲 審 査制 に 加 えて 、 最 高 裁判 所 が 、法 律 上 の 争訟 の 解決

と は 独 立 に、 国 会 の 各議 院 、 内閣 又 は 地 方公 共 団 体の 長 の 申 立て に 基づ

き 、 法 律 の合 憲 性 自 体を 一 般 的に 審 査 す る制 度 を 設け た と す る。 本 件 法

律 に 含 ま れる 憲 法 上 の問 題 に つい て 論 じ なさ い 。  

 


